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子
ど
も
会
を
育
て
よ
う

　
本
町
は
四
十
七
年
唯
と
四
十
八
年
度

．
の
二
年
間
、
県
の
指
定
を
う
け
て
、
本

町
少
年
の
「
、
健
や
か
な
育
成
を
め
ぎ
し

て
」
そ
の
対
策
な
り
方
法
の
研
究
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
待
に
、
自
主
的
な
子

ど
ま
」
会
．
の
一
丁
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

ま
た
、
こ
即
を
見
つ
め
育
て
る
地
域
ぐ

る
み
．
の
育
成
呑
の
組
織
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
、
ボ
ー
で
ス
カ
ウ
ト
な
ど
の
少

年
団
体
の
育
成
に
ど
う
取
り
く
ん
だ
ら

よ
い
か
一
を
目
標
に
お
い
て
い
ま
す
．
、

　
三
月
七
日
、
役
場
講
堂
で
こ
の
研
究

∂
中
間
公
開
が
開
か
れ
、
中
野
原
の
吉

田
力
弥
ふ
、
・
ん
ら
四
人
が
事
例
発
表
を
し

ま
し
た
、
．
分
科
会
で
も
活
発
な
意
見
が

交
換
心
、
、
れ
ま
し
た
が
、
結
局
「
子
ど
も

会
は
子
ど
も
に
よ
る
子
ど
も
の
会
で
あ

る
＝
よ
た
育
或
会
は
「
あ
の
子
も
こ
．
の

子
も
み
ん
な
の
子
」
の
考
え
方
に
た
〔
．

て
、
手
を
出
す
な
、
目
を
は
な
す
な
の

姿
勢
で
　
　
と
い
う
二
と
に
集
約
き
れ

ま
し
た
。

　
未
来
を
に
な
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
．
の
た
め
に
は
、
学
校
の
み
な
ら
ず

家
庭
や
社
会
が
有
機
的
な
連
け
い
を
保

ち
な
が
、
．
っ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
生
か

し
て
教
育
す
く
｝
・
－
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
．
ま
せ
ん
、

　
子
ど
も
の
主
体
性
・
臼
発
性
・
積
極

性
を
育
て
る
た
め
の
子
ど
も
会
．
の
育
成

を
め
ゴ
．
し
て
、
町
ぐ
る
み
の
運
動
と
し

て
育
成
会
．
の
充
実
を
は
か
り
た
い
と
思

い
ま
す
．
、

　
四
セ
八
年
度
の
本
公
開
を
十
二
月
に

開
く
こ
と
に
し
て
計
画
を
す
す
め
て
い

ま
す
が
、
　
「
家
庭
を
愛
し
、
青
少
年
を

健
や
か
に
育
て
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
町

民
憲
章
の
実
現
を
め
ぎ
し
て
、
輝
く
あ

す
の
町
づ
く
り
の
た
め
に
み
な
き
ん
の

ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

ボr・ド．
》
む
4
ン

　
　
、

…嶋陶＿幽幽＿＿幽＿
櫛

魎
新
　
茶

購
　
い
よ
い
よ
初
夏

で
す
．
．
も
う
こ
れ

か
ら
は
寒
い
と
い
う
ほ
ど
の
日
は
あ

り
ま
せ
ん
。
く
る
く
る
と
ヒ
ジ
の
上

ま
で
ま
く
り
上
げ
た
ブ
ラ
ウ
ス
の
そ

で
、
も
う
日
中
は
半
ソ
デ
で
も
…
へ
．

▽
立
春
（
二
月
四
日
）
ゐ
ら
カ
そ
え

’
」
八
十
八
日
目
、
今
月
二
日
は
「
八

十
～
八
夜
」
　
4
㌧
声
ヲ
。
　
女
．
㎜
の
エ
」
日
こ
・
り
’
し
二

人
向
い
あ
っ
て
手
を
合
わ
せ
る
「
せ

つ
せ
つ
碁
こ
」
シ
）
い
・
り
遊
が
、
）
．
の
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
に
歌
わ
れ
た
歌
…
…
。

　
夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜

　
野
に
も
山
に
も
若
葉
が
繁
る

　
あ
れ
に
見
ゆ
る
は
茶
摘
み
ぢ
ゃ

　
な
い
か
　
茜
裡
に
菅
．
の
笠

と
い
う
｝
、
、
れ
い
に
調
和
し
た
声
と
や

き
し
い
動
作
は
、
最
近
あ
ま
り
見
ら

痢
ま
せ
ん
が
、
新
茶
．
の
か
お
り
は
こ

と
し
・
も
ま
た
め
ぐ
り
．
あ
え
ま
し
た
。

▽
朝
、
窓
辺
や
軒
先
の
あ
た
り
．
で
鳴

く
小
鳥
．
の
声
を
旨
い
’
」
目
を
き
ま
き

れ
る
か
た
も
多
い
は
ず
で
す
が
、
こ

の
緑
あ
ふ
れ
る
郷
土
に
小
鳥
と
い
r
・

し
ょ
に
い
つ
ま
で
も
仲
良
（
く
ら
し

て
生
き
た
い
も
の
で
す
，

見る月ふ
ゆ友のる
　の杉さ
　おのと
　も木の
牧かに山
　げ斧の
水の振五
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町

町
立
・
病
詫

　
巳
政
の
台
所
を
土
ト
乃
な
つ
昭
和
四
一

へ
伍
ぐ
の
町
．
r
算
か
、
　
月
定
例
町
議

く
A
’
、
決
山
玄
ー
レ
’
ト
し
（
」

　
一
慢
∠
ご
。
か
ノ
心
人
T
へ
百
ハ
・
I
h
．

肖
、
特
別
／
ム
田
か
一
ド
ー
二
丁
㍗
目
し
り

．
煽
f
円
、
菊
、
玩
事
美
会
溺
か
7
L
ロ
τ

ヒ
h
九
f
　
ゐ
筆
下
円
て
、
絶
扶
て
九

仁
　
下
百
＼
f
］
b
一
下
円
こ
な
」
ヌ

し
七

　
二
・
昌
を
郎
年
度
の
L
一
士
f
’
二
世
軋

ご
’
二
・
二
、
　
一
般
会
「
て
】
に
乳
下
九

百
四
ー
ハ
ト
．
門
（
一
四
・
　
ク
っ
）
の
P

む
、
乳
坑
会
引
、
［
千
一
白
」
一
　
り

一
下
』
（
一
　
・
　
’
9
）
の
＼
少
、
病

「肛

v、

Y
会
一
て
へ
下
’
、
百
一
チ
九
受
血

丁
山
二
肩
八
、
　
％
）
の
増
加
と
な

　
判
侶
r
、
二
停
五
マ
日
一
刀
川
下
円
、
　
．

へ
・
四
％
の
伸
4
、
〕
と
な
り
ま
し
た
．

　
こ
く
に
柄
院
争
業
関
係
て
は
、
前
年

「ワ

氏
n
初
．
r
算
の
二
・
五
信
、
　
｝
伯
円
を

こ
え
る
大
型
予
算
と
な
一
ま
し
た
　
こ

烈
ま
、
こ
と
し
病
院
の
改
築
甫
，
業
か
盛

一
二
ま
わ
た
こ
と
に
よ
る
3
、
の
て
す

　
な
お
、
特
別
会
計
の
う
ち
農
業
共
酒

事
芙
特
別
会
謝
は
．
四
月
一
日
か
ら
三

一
，
心
区
農
業
褥
瘡
か
発
足
し
ま
し
た
の

’
㌔
ニ
ニ
4
乃
、
つ
廃
巨
し
レ
’
ハ
し
（
」
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を

総
体
で
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社
会
づ
く
り

老人医療費の支給

二
町
！
弘
「
の
旧
註
を
講

　
特
に
過
疎
現
象
の
顕
名
な
本
町
二
ち

い
て
は
人
［
［
の
老
馬
化
か
す
す
な
、
　
へ

牙
歳
以
ヒ
の
人
は
全
体
の
約
］
へ
％
こ

あ
た
）
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
老
人
福

初
の
問
題
；
極
力
’
、
最
要
て
、
老
人
医

療
費
の
乏
給
、
ね
た
｝
、
㍉
老
人
こ
℃
す

る
家
庭
夷
弓
員
、
老
人
ウ
ラ
7
・
営
苗

既
、
老
人
健
康
診
査
な
こ
こ
要
す
る
畷

費
を
討
ト
し
’
㌔
h
ま
す
。

　
ま
た
、
町
立
老
人
　
、
　
ハ
、
町
掃
！
一
ハ

　
二
二
の
な
ノ
な

㍉
匹
　
　
　
、

カ
　
　
一
　
9
ノ
＼
曲
り
つ

な
隼
〆
を
営
♪
、
ノ

　
こ
台
か
町
政
”

理
杷
し
て
す
。

　
社
会
隔
縄
の
向

上
に
〆
、
、
て
二

．
一
、
県
仁
保
．
，
制
F
ノ

・
一
へ
こ
征
r
．
て
じ
」

の
負
担
分
を
7
1
一

し
た
エ
ノ
ト
・
、
　
〃
窒

著
台
同
凄
惨
呉
な

　
ノ
て
h
三
す
、

9

改
築

億
円
の
大
型
化

帰
禰
皆
議
会
、
老
人
醐
面
謝
の
連
営
費

3
4
一
卍
ト
し
’
㌔
h
キ
柔
♪
」

　
尾
革
福
祈
は
乱
酒
憲
章
の
趣
巳
二
子
、

二
つ
｝
町
内
す
≧
、
の
．
」
ニ
タ
」
〃
幸
一

ル
一
，
ユ
乃
・
つ
甲
一
レ
一
ゆ
一
基
－
ム
ン
評
し
、
　
坪
仏
　
二

　
野
内
の
保
育
所
逆
営
費
、
」
骨
種
保
ム
日

園
に
委
託
す
る
男
臼
の
負
相
歪
、
忍
車

不
当
に
二
百
ベ
ー
二
分
を
討
ト
し
て
い

ま
す
、

　
母
港
冊
帯
の
生
活
つ
な
う
資
金
を
無
、

和
．
」
て
貸
角
け
ま
す

　
町
内
全
揖
帯
分
の
火
次
保
険
科
を
副

一
し
て
、
わ
か
一
不
幸
こ
し
r
、
火
撮
に

備整の網路道

路
判
起
し

　
　
　
近
任
乍
活
の
広

　
　
黒
化
と
都
市
化
、

　
　
そ
れ
に
角
」
速
な
モ

　
　
一
々
リ
　
セ
ー
　
！
ヨ

　
　
〆
の
追
展
こ
こ
も

　
　
な
・
．
一
、
、
追
路
の

　
　
も
つ
使
命
は
ま
す

　
　
ま
す
車
要
な
も
の

　
　
と
な
っ
て
、
≦
て
い

　
　
ま
す
。

　
　
本
町
の
・
ヒ
路
現

　
　
況
ま
一
級
町
直
か

ね
↓
下
へ
一
　
、
　
一
吸

あ
一
．
た
預
合
は
一
世
帯
当
一
二
一
五
方

円
を
わ
見
舞
い
と
し
て
差
し
あ
デ
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
．

　
公
衆
衛
午
て
は
、
町
民
の
健
康
管
理

エ
予
防
と
沿
康
か
一
体
と
な
一
．
て
推
進

占
．
・
勲
、
ま
た
、
生
盾
環
境
か
衛
生
的
に

整
備
き
れ
る
必
唆
か
あ
る
と
い
う
考
え

か
ら
、
法
的
予
防
接
種
の
雲
低
と
成
人

の
健
験
診
査
な
こ
敏
人
の
健
康
管
理
を

は
か
》
ま
す
。

　
ま
た
広
域
行
政
の
↓
環
と
し
て
匹
」
－

七
年
咳
か
ら
組
紙
江
｝
業
の
し
目
処
琿
施

設
を
日
向
市
と
共
同
て
建
設
し
ま
す
。

町
道
か
－
　
A
路
線
延
長
四
刀
一
一
千
へ
白

八
十
八
k
、
そ
の
他
の
町
道
か
、
一
壬
二

路
線
延
長
．
万
八
丁
七
十
土
、
、
ム
ロ
討

九
力
∫
千
四
百
七
牙
一
、
に
お
よ
’
、
〕
、

ヴ
て
の
う
ち
改
良
瘡
は
一
七
〃
。
、
舗
装
折

は
八
％
て
距
ヲ
。
　
↓
よ
た
橋
の
数
は
士
一
六

て
、
そ
の
う
ち
八
五
％
か
永
久
柄
て
す

　
四
十
八
年
魔
も
唾
業
振
興
の
京
盤
と

も
な
る
町
道
な
こ
の
救
備
を
鉦
玖
副
画

に
も
と
つ
｝
、
、
実
施
し
ま
す
。

　
町
道
’
、
は
山
村
振
興
法
に
よ
る
典
郷

橋
～
稲
葉
野
線
の
改
良
丁
事
、
稲
葉
野

戦
］
の
’
、
告
替
え
、
そ
の
他
二
三
、
改
良

二
要
す
る
経
費
を
訓
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
四
一
七
年
暖
か
ら
帯
続
の
牧

水
農
免
道
路
、
県
虐
、
農
迫
の
舗
装
に

対
す
る
町
の
負
担
金
を
副
し
し
て
止
路

調』

ﾌ
整
備
促
産
に
つ
と
カ
ま
す
．

鶴
野
内
に
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー

　
へ
ら
ノ
ス
の
と
烈
ハ
層
衣
会
付
牛
べ
を

・
刀
こ
し
’
㌔
、
〈
パ
こ
衣
▼
一
ノ
こ
つ
＼
、
’
こ
ご

か
お
く
れ
て
い
る
臼
の
充
実
を
、
事
か
る

た
，
刀
、
蘭
易
耐
火
構
造
．
↓
階
建
の
町
営

住
宅
｛
U
’
蟹
建
叱
吠
7
し
う
下
す
。

　
一
島
内
地
区
に
し
（
）
｛
杁
く
・
つ
し
を

，
ジ
こ
’
、
食
生
石
の
改
羊
∫
ご
｝
研
修
の

場
と
し
一
、
の
霊
活
改
と
セ
ξ
・
を
建

一
斗
7
し
ま
h
諦
，
。

　
ま
た
、
入
肥
地
区
て
能
・
田
て
民
間
千

、
こ
放
送
中
林
∬
膨
、
峡
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
2
て
の
負
相
金
を
刮
f
し
’
、
h
ま

す
。
牙
月
頃
λ
吹
の
見
込
み
一
、
、
齢
市

競
の
娯
楽
の
提
供
に
つ
と
カ
ま
す
。

　
町
民
の
く
・
っ
し
を
お
曽
、
）
や
か
す
災
出

の
防
亡
二
二
消
肪
、
力
の
充
実
に
つ
と
み

る
，
、
、
か
、
消
防
団
員
に
解
す
る
退
職
報

償
金
を
五
年
以
ー
ー
ヲ
任
未
満
勤
皇
の

田
U
［
目
P
一
・
」
漁
り
繍
ロ
ン
、
を
外
田
，
し
↓
七
一
冴
　
　
へ
あ

わ
、
交
通
寧
故
竿
の
発
生
二
備
え
て
、

日
向
市
と
救
急
業
務
・
2
応
援
協
定
を
と

㍉
♪
、
〕
す
ふ
た
め
委
託
糾
を
討
［
し
て
い

ま
す
．

　
匹
十
七
仔
巴
か
、
っ
家
紋
再
訂
て
行
な

二
、
い
る
福
瀬
隊
の
横
瀬
、
宮
ヶ
原
鉋

区
の
集
台
洛
再
」
脚
モ
テ
ル
ま
ア
業
て
、
移
記
田

住
宅
や
集
A
・
一
所
な
こ
の
建
築
可
宇
費
を

」
副
r
し
　
㌔
h
う
ト
一
壽
．
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人
づ
く
り

東郷小にプール

　
町
民
憲
章
こ
曇
、
、

「
家
庭
を
愛
し
、
昔

少
年
を
健
や
か
に
育

て
ま
し
ょ
う
」
と
あ

る
よ
う
に
、
牛
革
教

育
の
観
占
い
か
ら
、
あ

ら
た
め
て
家
庭
教
育

学
秒
教
育
、
社
会
教

倉
の
き
っ
て
も
き
れ

な
い
深
い
因
果
関
係

を
認
識
し
て
、
二
位

一
体
の
教
育
振
興
を

目
む
．
、
し
て
つ
と
カ
ま
す
．

　
学
秒
教
育
て
は
、
東
郷
小
学
校
に
フ

ー
ル
を
建
設
す
る
ほ
．
か
、
小
、
中
学
校

の
教
育
環
境
の
整
備
拡
充
と
維
待
望
琿

昭和48年度会計別当初予算

二
つ
と
め
ま
す
。
昨
年
吟
は
し
め
て
幼

墨
隈
を
開
設
し
ま
し
た
か
、
こ
と
し
は

　
学
級
増
設
し
．
一
学
級
に
し
ま
す
。

　
社
会
教
有
て
は
四
i
七
年
度
に
建
設

し
た
中
央
公
民
舘
の
内
容
充
実
を
は
か

）
、
こ
こ
を
中
心
に
よ
一
豊
か
な
人
つ

く
》
、
町
つ
く
一
を
理
事
に
、
青
少
年

の
健
全
育
戚
と
成
人
教
育
を
重
占
に
と

り
あ
け
、
各
種
学
級
講
座
を
開
設
し
ま

す
　
ま
た
、
八
重
原
公
民
舘
の
建
設
費

を
は
し
め
婦
人
会
、
青
年
団
、
部
落
公

民
舘
な
二
各
種
団
体
の
強
化
と
素
量
向

上
を
は
か
る
た
め
、
活
動
わ
よ
ひ
運
営

費
の
補
助
な
こ
を
行
な
い
ま
す
。

　
社
会
体
育
て
は
町
民
か
健
康
げ
、
、
文

化
的
な
生
后
を
営
な
た
め
に
ス
ポ
ー
ノ

を
振
興
し
、
人
間
尊
重
を
基
盤
と
し
た

健
康
的
な
豊
か
な
町
づ
く
り
に
っ
と
め

ま
す
。
ブ
て
の
た
め
の
ス
ホ
ー
ノ
の
普
及

啓
も
う
と
並
ん
で
ウ
ラ
ウ
ノ
ト
な
と
の

整
備
に
つ
と
め
る
ほ
か
、
町
体
育
協
会

の
自
主
的
な
盾
動
を
育
成
す
る
た
め
組

織
強
化
の
助
成
冷
こ
ま
す
。

物
づ
く
り

生産基盤の充実

　
農
林
業
の
振
興

と
発
展
に
は
生
産

基
盤
の
充
実
か
基

礎
に
な
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
田
営

農
用
地
開
発
事
業

の
推
進
、
第
二
次

農
業
構
造
改
善
事

業
の
刮
画
作
成
、

坦
加
林
業
構
造
改

善
事
業
の
実
施
、

大
型
農
道
、
牧
水

農
免
道
路
の
整
備
促
進
を
は
か
り
ま
す

6億6，860。0万円

1億1，507．4万円

　9，855．2フラPJ

　1，652．2万円

1億4，793．7万円

9億3，161．1万円

計
計
融
帰一
特

一般会計予算罹威比

　
農
業
振
興
費
て
は
み
か
ん
戯
曲
施
設

設
置
費
、
高
能
率
養
蚕
経
営
団
地
形
域

事
業
、
桑
委
縮
病
防
止
対
策
の
た
め
の

防
除
機
械
の
設
置
を
は
し
め
各
種
負
担

金
や
補
助
金
を
刮
上
し
て
い
ま
す
。

　
畜
産
業
費
て
は
仲
深
区
の
赤
松
地
区

に
飼
料
基
盤
整
備
事
業
て
橋
と
牧
道
を

建
設
し
飼
料
畑
を
造
放
し
ま
す
。
き
ら

に
林
間
放
牧
地
二
十
、
，
に
給
水
施
設
の

工
事
費
を
刮
上
し
て
い
ま
す
，

　
農
地
費
て
は
農
道
舗
装
費
お
よ
州
、
）
山

村
振
興
特
別
開
発
事
業
て
広
瀬
～
立
石

線
の
農
迫
改
良
丁
事
費
な
と
を
討
上
し

て
い
ま
す
．

　
国
営
農
用
地
開
発
事
業
て
は
、
前
年

度
ま
て
に
造
成
し
た
分
の
換
地
業
務
に

必
要
な
経
費
と
鶴
野
内
団
地
十
五
払
．
、

日
田
尾
団
地
二
十
丁
．
、
向
原
み
か
ん

団
地
五
h
．
合
計
四
牙
丁
．
の
開
こ
ん
に

と
も
な
う
諸
経
費
を
計
ヒ
し
て
い
ま

地方交付税

　　359／

匡民健康保険事業

簡易水道事業

院事業会計

言合

入

国庫名ﾒで磐

県支出金

　151／

歳

／町弄兄＼

喫財産収入
　101％

諸収入
　105／

，

町債
107／

論
　　　　その他

　　　　　73／

公債費

農林水産業費

　　　317／

出歳
費
㏄

育
1
3

木　費
168Z

土

総務費
　126／

教

民生費
139／

す
。
ま
た
、
こ
痢
ら
の
地
区
は
第
二
次

農
業
構
造
改
善
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

て
粗
画
を
つ
く
り
ま
す
。

　
林
業
費
て
は
町
有
林
の
管
理
費
、
林

業
振
興
の
た
め
林
道
大
谷
線
の
舗
装
費

し
い
た
け
増
産
の
た
め
の
補
助
金
を
計

上
し
ま
し
た
、
ま
た
、
追
加
林
業
構
造

改
善
事
業
て
ノ
ノ
ラ
ウ
チ
林
道
の
開
設

森
林
組
合
が
施
設
す
る
素
材
生
産
施
設

の
補
助
急
な
と
を
副
上
し
て
い
ま
す
。

　
商
偉
業
の
振
興
て
は
町
商
気
会
の
運

営
費
を
助
成
し
ま
す
．
、

…
特
別
会
計
…

…
病
院
事
業
会
計
…

△
国
民
健
康
保
険
事
業
▽

　
前
年
喧
の
当
初
予
算
に
比
＼
一
九
・

一
％
の
増
に
な
）
ま
し
た
。
歳
出
f
算

増
加
の
お
3
。
な
も
の
は
四
十
八
年
一
月

か
ら
老
人
医
療
費
の
全
額
公
費
負
担
か

義
務
づ
け
、
つ
れ
た
こ
と
と
療
養
費
の
増

に
よ
る
も
の
て
す
。
育
児
手
当
金
を
千

二
百
円
か
ら
丁
五
百
円
に
引
き
ト
ナ
ま

し
た
△
簡
易
水
道
事
箪
▽

　
福
瀬
地
区
に
簡
易
水
遭
施
設
を
新
設

し
ま
す
。

△
病
院
事
業
会
計
▽

　
「
健
康
て
ね
ぼ
う
強
く
働
き
ま
し
よ

う
」
の
町
民
憲
章
を
実
践
す
ろ
た
め
に

町
立
病
院
の
果
す
役
割
は
大
き
い
も
の

か
あ
う
ま
す
。
こ
と
し
病
院
を
改
築
し

設
備
の
整
備
充
実
と
財
政
の
健
全
化
に

努
力
し
、
町
民
全
体
が
不
安
の
な
い
医

療
の
確
保
に
つ
と
め
ま
す
。

O
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源の命生、まζ液血

緊急七三に鰭ゴー胤⊥f［L

　
　
ゆ
｝
人
同
の
生
命
刀
一
て
あ
　
　
、

か
っ
一
般
の
関
心
単
n
極
み
一
、
低
、
の
か

現
仏
、
す
．
．
し
っ
し
，
、
㌧
　
．
・
2
，
一

要
か
起
’
た
こ
㌧
、
、
・
」
し
提
1
－
⊃
．
・
烈
る

－
気
か
調
、
か
「
．
た
ら
二
つ
な
る
て
し
レ
、

つ
つ
。
現
召
の
献
駈
制
唆
か
発
足
し
’
、

す
て
に
へ
年
に
’
餌
一
ま
丁
か
、
献
u
よ

あ
（
三
て
・
」
人
セ
、
W
善
冒
生
す
か
一
、

そ
”
提
供
二
そ
か
唯
一
の
卍
鴻
．
嵐
保
の

偏
て
す
。

　
．
L
猛
、
本
時
、
r
、
・
、
交
通
馨
改
の
増
加

乳
人
手
術
に
、
玉
る
輸
曲
の
必
要
か
任
を

逼
・
ノ
’
、
渦
え
て
、
ま
す
．
そ
の
冥
凹
、

隙
・
－
ほ
一
年
一
日
∂
こ
こ
し
て
Ψ
㍍
邪

を
た
こ
一
．
て
、
ニ
ヌ
す
。
M
、
h
、
採
一
二

㌧
人
こ
二
♂
ナ
・
ニ
ダ
r
え
「
、
、
る
人
か

た
（
ご
’
、
・
ヌ
す
か
、
ん
か
　
・
、
幸
に

し
て
で
人
4
，
、
か
耳
二
こ
起
｝
た
こ
し

た
っ
、
二
暇
メ
㌧
人
こ
こ
て
三
す
芸
さ

れ
ま
で
ん
。

　
そ
・
二
、
、
今
戸
乃
、
っ
錘
間
を
道
㌧
！
㌔

区
別
に
凹
、
田
拉
追
の
日
を
決
め
、
町
民

の
み
’
．
」
・
・
ん
か
、
r
．
て
ヌ
」
臥
阻
て
き
る

芸
つ
に
削
画
し
浅
し
た
　
貝
年
的
に
は

後
日
お
知
ら
｛
し
ま
す
の
て
「
弧
ろ
し
く

こ
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

ヵ
月
　
寺
追
、
絹
頼
、
小
野
田

ヒ
月
－
中
次
、
坪
石
、
瀬
平

九
月
　
趣
表
、
下
渡
用

f
月
　
中
央
公
民
館
へ
修
育
大
会
）

h

卜

r、」＿

善
意
の
献
血
て

少
女
助
か
る

　
〕
7
み
∫
二
r
こ
，
、
こ
ツ
劉
，
　
げ

力
之
裏
ぞ
＝
、
て
’
、
〆
、
臼
へ
劇
　
・
ブ
；

刀
外
ノ
武
．
一
　
λ
勺
－
こ
、
　
日
負
人
　
ハ
T
㏄
・
、
ノ

輸
　
を
y
」
俊
と
す
7
、
訳
手
’
　
ハ
人
i
疋

F
し
　
て
’
」
勺
と
、
　
ー
ー
／
二
人
　
h
》

秤
1
1
日
㌧
P
二
白
㏄
　
、
ナ
ン
、
、
」
「
f
手

分
に
れ
M
す
る
多
岸
の
u
叔
か
∠
裂
こ

な
　

㌔
き
ま
す
・
。

　
．
一
こ
ろ
て
、
ご
、
っ
ブ
㌧
刀
．
］
定
こ
て

r
、
い
・
9
ゴ
コ
4
－
　
W
」
判
ム
ロ
は
小
風
す
一
㌧
伝
の
レ

保
か
ま
二
、
手
君
を
は
㌧
の
ま
す
か
、

三
飯
な
三
↑
よ
る
緊
戸
」
丁
劃
一
坊
合
は

遇
い
へ
ん
て
す
。

　
こ
と
し
二
月
八
日
、
矛
坂
脇
小
聾
匹

登
甘
、
W
攻
脇
子
か
F
転
嚢
に
芽
r
て
一
、

「
」
、
臥
r
ノ
’
㌔
転
倒
、
嘩
部
を
劃
徹
し
て

恥
駈
か
破
裂
す
る
と
い
う
暴
馬
か
起
｝
．
・

乏
し
た
。
た
た
ち
に
町
立
病
院
て
緊
急

与
君
を
し
ま
し
た
。
こ
誌
L
者
の
塗
即

俣
封
は
約
丁
」
ハ
百
㏄
て
す
か
韓
即
に
使

・
九
皿
液
は
二
毛
以
」
の
三
千
ヨ
百
㏄

に
・
・
」
な
り
ま
し
た
。
こ
の
韓
π
に
使
r
．

た
皿
液
の
μ
．
と
ん
と
は
地
元
の
入
た
ち

か
提
供
し
た
善
む
の
卿
液
て
あ
b
、
こ

れ
ら
の
廠
皿
か
な
か
ゾ
．
九
な
ら
P
．
一
命

を
と
b
と
め
る
こ
と
は
む
す
か
し
カ
r

た
一
と
石
井
院
長
は
詳
し
て
し
ま
し

九
。
　
（
こ
の
女
の
子
は
善
ゴ
し
り
献
皿
と

71

芍
@
良
以
丁
冷
職
，
鼠
の
懸
命
の
治
療

と
石
護
に
よ
り
、
近
日
中
に
全
快
し
退

院
の
．
士
宅
て
す
。
）

創
作
社
友
全
国
大
会

ニーするヨちし二人　て・こ今｛くる一二硬’一　一
な至気るの巻よかとな牧ご、；宏に1二二刈なか1こFI
一し副てをっそに牧火るで㌧残こ二千勺、「二勤
九て画全記このし火顕。このる’こぺ。i　…
の’ ｩレ」奮一年て外彰　 1入’iてな二、二卜托一1
て本あ大す創にちを会　唄と家片ドかゴ＿　てノ、
あ町り会る作あ、開て　たち’公七・を　弓’話
るて’を年した’飼隊　 、の韻二。郷＿をてTr
。会た開こもるこす了r　Ii一戸工い一町『く’ご今
　をま伊㌔．、　とる伊　イ1生’～臼てし1工戸μ
　開た　　　　こ　．ノの山て「一て．来と一

霞趨卿㍊鵠∵》望

　
こ
の
た
サ
、
）
の
大
会
に
参
加
す
る
社

力
は
約
百
五
」
－
人
て
「
創
作
」
の
最

高
幹
部
ク
ラ
ス
か
す
、
っ
、
と
並
ん
’
、

い
る
。
六
悟
法
、
高
橋
、
阿
部
、
竹

中
、
平
田
の
各
氏
、
郷
±
の
歌
入
火

妻
千
代
麿
、
そ
れ
に
若
山
旅
人
夫
妻

孫
の
替
子
き
ん
、
っ
多
彩
な
頻
ふ
れ
て

あ
る
。

　
五
月
二
日
、
延
岡
市
の
ホ
テ
㌧
’
、

前
夜
祭
か
行
な
わ
れ
、
　
一
行
は
五
月

ゴ
日
に
延
岡
市
内
の
牧
水
先
日
D
か

　
〆
　
二
　
一
　
　
　
　
’
　
、

　
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
耳
／
卜
〆
、
へ
〆
二
二
二
’
、
　
て

9
　
ド
ゴ
・
、
ρ
　
｝
、
．
㍉
二
＝
「
畷

＼
一
’
［
＝
、
一
・
「
、
「
、
㌦
欠
、
刃

　
、
　
一
、
二
」
、
ゴ
∴
）
、
！
ノ
つ

て
’
－
後
　
鴫
｛
て
㌃
中
一
r
≧
、

彫
／
＝
か
開
つ
つ
、
る

　
’
泊
一
　
地
；
凹
吟
』
r
、
、
　
吊
7
1
、
、
日
U
’
へ
へ
一

廻
飴
て
鉄
蒸
溜
♪
蟹
伴
ナ
ニ
ニ
ニ

ー
し
！
㌔
、
，
9
　
　
d
、
砿
凹
、
　
　
↓
境
R
マ
内
　
、
　
E
域

揺
、
「
気
長
♪
、
二
を
披
通
す
る

　
月
日
；
再
㌧
封
各
〉
♂
」
㌧
・
・
、
坪
谷

小
、
～
杉
、
坪
つ
．
q
対
を
い
．
〆
、
、
坪
各

中
体
台
飢
て
誇
．
汽
会
か
開
か
れ
る

勾
後
日
］
南
の
現
格
．
崎
へ
行
｝
、
醒
歌

　
　
　
＋
る
▽
＝
㌧
こ
♪
下
’
て
㌔
る

表罫こか
こ
の
歌
人
て
あ
う
、

｝．

ﾊ
る
。
同
時
に
、

’
、
私
た
レ
）
こ
は
親
し
い
入
た
ち
て
あ

る
．
、
こ
の
親
し
い
人
た
ち
を
あ
た
た

‘
〃
く
迎
え
る
と
と
・
」
に
、
こ
の
行
事

に
て
｝
・
・
る
七
け
多
く
の
郷
土
の
人
ゴ
、

参
加
し
、
何
と
し
’
、
も
こ
の
六
会
を

盛
会
に
終
ら
し
た
い
と
思
う
．

か
、
ほ
こ
ん
こ
の
入
か
序

日
向
刀
（
－
の
旅
て
宮
崎

鹿
児
島
へ
向
か
う
こ
二
こ

’
エ
ノ
て
h
る
。

　
「
創
作
」
の
社
友
は
引
、
）

　
　
　
　
　
ウ
化
人
て

　
　
牧
水
先
生
を
通
し

（
小
騎
　
弘
）

昭485　1

豊かな生活を求めて

迫野内公民舘で研修会

倉
㌧

郷東報町

　
迫
L
、
．
r
、
ハ
民
ご
三
一
、
、
民
気
’
こ

「
、
　
’
二
”
芦
叱
を
3
一
、
、
二
k
T
か

　
月
．
－
托
日
に
迫
レ
肉
へ
、
民
一
て
経

営
州
復
．
∴
へ
況
か
へ
、
開
ご
唄
二
、
二
一

　
二
帽
耐
悔
／
、
，
．
、
す
、
一
、
刀
人
か

！ン

[
、
　
｝
あ
生
．
ん
一
ヘ
エ
㌔
二
・
す

か
、
　
乱
”
た
刀
こ
r
、
、
道
忘
”
果
ナ
役
一

を
再
一
k
し
’
、
・
」
，
、
L
域
の
な
ん

’
卸
’
、
排
一
〆
†
決
、
こ
つ
ニ
ノ
「
、
二
、
し
　
二

刀
目
的
／
、
開
、
た
・
」
一
て
丁

　
二
4
2
日
；
町
肉
の
各
守
門
俸
役
し
、

迫
し
り
、
、
・
［
μ
民
へ
！
人
か
出
　
し
’
、
“

修
し
ま
し
た

　
公
開
の
・
飯
4
歪
［
譜
へ
民
・
聖
一
刀

充
実
、
肖
少
缶
の
健
全
育
戻
、
召
／
教

育
響
動
の
促
追
を
一
日
こ
し
’
、
4
例
の

胡
先
発
去
か
あ
－
、
摯
．
〆
、
会
、
汽
鼠
討

議
か
開
’
♪
二
‘
三
》
と
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花
と
真
コ
イ
の
贈
物

9
掌
で
耳
亀

跳
酌
疋
市
瓢
・
a
氏
簗
せ
翼
含

　
老
人
一
、
一
（
二
道
翌
晩
卜
　
ニ
ヤ
　
D

∂
に
一
物
か
尾
・
く
、
わ
二
て
・
　
七
ち

二
ζ
？
；
、
烈
な
　
ま
丁

　
一
目
へ
日
二
小
亭
巾
》
　
　
月
己
呉

か
ご
　
三
し
七
か
、
二
一
ニ
　
　
ス
を

聞
　
た
人
咬
に
B
’
、
一
弓
墜
劣
枝
ぜ
・
」
ん
π

っ
　
些
㌔
・
i
ム
亭
．
欠
レ
（
し
て
く
七

ご
、
一
二
現
金
か
届
，
り
二
4
．
し
七

一、

黷
ｲ
二
？
ご
ノ
そ
・
餌
ス
ミ
7
ノ
、

h
「
［
自
－
、
　
　
一
ニ
チ
・
ズ
へ
写
二
八
一
．
」
∴
㎝
貝

　
、
九
二
し
又
ナ
た
レ
）
ゴ
　
ニ
一
λ
r
、
て

q」

w
こ
ニ
ナ
穿
ま
し
九
。
L
月
つ
㌧
忌

月
に
’
、
億
ノ
て
美
し
　
化
か
見
名
‘
る
こ

こ
て
し
し
｝
つ

　
ま
た
老
人
福
福
書
二
玄
到
川
淀
憐
慧

’
－
、
蜴
か
ら
七
十
　
・
，
」
あ
9
大
㍉
・
・
な
肖
ハ
＝

，
　
匹
か
贈
、
っ
も
、
起
坐
未
λ
X
し
た

し
こ
放
・
」
か
一
兀
’
丸
こ
司
、
一
、
、
当
h
幽
タ

郷
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あ
ゆ
み
（
五
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お知．らせ

五
＼
缶

爵
－
－
　
　
、
マ

　
ヘ
　
ミ

　
、
属

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

　
審
判
技
術
講
習
会

　
五
月
差
ニ
日
と
十
三
日
に
県
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
か
ら
講
師
を
招
い
て
実
技

と
審
判
技
術
の
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

　
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
が
十
一
月
に

予
定
し
て
い
る
B
級
審
判
員
講
習
会
で

は
、
以
前
に
講
習
を
受
け
て
い
な
い
と

資
格
の
取
得
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ

．
∂
機
会
に
受
講
し
て
く
だ
き
い
．
．

　
講
習
修
了
者
に
は
町
内
の
み
の
公
認

審
判
員
証
を
交
付
し
ま
す
。

　
〔
日
程
〕

◎
五
月
十
二
日

　
　
受
付
目
－
午
後
六
時
し
ょ
り
七
時
ま
で

　
　
開
講
式
－
午
後
七
時
よ
り
七
時
三

　
　
　
　
十
分
ま
で

　
　
ル
ー
ル
解
説
目
午
後
七
時
三
十
分

　
　
　
　
よ
り
九
時
三
十
分
ま
で

　
　
　
　
　
（
終
了
後
解
散
）

◎
五
月
十
三
日

　
　
競
技
技
術
講
習
1
1
午
前
八
時
三
十

　
　
　
　
分
よ
り
十
一
時
三
十
分
ま
で

　
　
　
　
　
（
昼
食
）

　
　
審
判
技
術
講
習
・
午
後
⊂
時
十
分

　
　
　
　
よ
り
三
時
十
分
ま
で

　
　
閉
講
式
1
1
午
後
三
時
十
分
よ
り
三

　
　
　
　
時
三
十
分
ま
で

　
〔
場
所
〕

　
　
中
央
公
民
館

緑を大切に

　
　
コ
　
ミ

わ
た
し
た
ち

の
家
を

奪
わ
な
い
で

芝

冠ト

燈
璽

舞
、
、

　　　 ・＼

　　　％／ゴ
　〆1グ覚し、

　　〆　’／

　　■　．　．　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　■　」

〔
携
行
品
〕

筆
－
記
巨
ハ
、
竹
田
、
　
シ
ニ
ー
ズ
、
昼
一
合
封

資
格
取
得
者
は
正
規
の
服
装

〔
申
込
み
〕

五
月
七
日
目
で
に
町
教
肯
委
員
会

｝
畢
務
局
へ
。
受
誹
講
料
は
佃
心
料

人
事
の
発
令

　
四
月
一
日
付
で
次
．
の
と
お
り
職
員
．
の

異
動
発
令
と
係
の
変
更
を
し
ま
し
た
。

　
▽
農
林
課
農
業
係
（
同
農
業
共
済

係
）
酒
井
行
雄
▽
同
振
興
係
（
同
）
三

浦
正
教
▽
住
民
課
保
険
衛
生
係
（
農
林

課
振
興
係
）
糸
平
久
栄
▽
総
務
課
庶
務

係
（
教
育
委
員
会
坪
谷
中
給
食
婦
）

甲
斐
裸
子
▽
国
民
健
康
保
険
病
院
（
新

採
用
）
那
須
シ
マ
子

　
▽
日
向
地
区
農
業
共
済
…
組
△
口
へ
出
向

（
農
林
課
農
業
共
済
係
長
）
日
高
今
朝

利
▽
同
（
農
業
共
済
係
）
畝
原
孝
徳

▽
教
育
委
員
会
旨
．
集
郷
幼
稚
園
（
住
民

課
保
険
衛
生
係
）
黒
木
由
美
子

　
▽
農
業
共
済
事
業
の
廃
止
に
よ
り
農

林
課
農
業
共
済
係
を
廃
止
▽
税
務
課
収

納
係
を
固
定
資
産
係
に
変
更

　
　
五
月
の
検
診
計
画

▽
1
6
日
：
1
8
日
　
胃
ガ
ン
検
診

▽
2
3
日
－
－
2
4
日
婦
人
ガ
ン
検
診

▽
2
2
日
　
へ
き
地
診
療
（
下
渡
川
、

　
　
　
至
難
）

▽
2
3
日
　
　
〃
　
　
　
　
（
長
崎
）

▽
2
4
日
　
三
歳
児
検
診
（
寺
迫
地
区

　
　
　
　
を
除
く
、
）

胃
ガ
ン
検
診
、
婦
人
ガ
ン
検
診
に
つ

　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
　
　
　
一
期

　
　
　
納
期
　
五
月
三
十
一
日

い
ぐ
、
は
、
後
日
組
△
口
長
宛
へ
申
込
み
童
日

を
送
り
ま
す
の
で
、
多
数
受
診
し
て
く

だ
き
い
。
ま
た
、
夏
期
の
環
境
衛
生
の

た
め
に
防
疫
薬
剤
の
共
同
購
入
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
共
同
防
除
に
努
め
ま
し

よ
う
。

u
嘱
望
返
し
・

　
◆
重
三
区
．
の
直
野
萬
き
ん
か
ら
故
岩

助
き
ん
の
忌
明
け
に
香
典
返
し
と
し
て

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
慎
ん
で
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
厚
く
お
礼
を
申

し
あ
ぼ
，
臼
ま
す
。

　
　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

ぎ・一・一lll，1・人　ロー1－1一重

≡　　　48年3月1日現在　　≡

≡　　　　　　　｛　　）は対前月比　　　　…

…　　　男　　3，417人　≡
≡　　　　　　　　　　　　　（．一．6）　　　妻

1　女3，695人1
≡　　　　　　　　（一2）　≡

1総　数　　7，112人　　≡

≡　　　　　　　　（＋4）　≡
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薦
磯
懇
灘

　
　
　
　
　
三
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名
　
…
父
の
名
部
落

那　三　新　黒　柳1ク乏

須浦名木生野

　輝幸安都隆

団之子夫代博
達　正勝重昭
　学
允一一幸行．統市

小呼福寺越坪
野

．用谷瀬迫鳳至

・・鞭．各一�o橋菊軒熱．動谷一臨
川池辺口
　　　　　　ご　口口　田野　原崎　須浦　田口　二月
嬉徳ユ義　　亘

水松書名福就如百優梼月博弘
　　　　　　　　　　わ　　　　　　　　　　　　　　　　ン

壱愈娯舗子麺獣痙綜幸子東
田迫鶴小部ま　門寺　日小　日八　八田　延田　日鶴

野舗醤落す鹸艦艀鮎瓢購

海海　結

　　黒鉱
野野　　お

　　　め
紀誓　　で

　　名　♪

美生　　っ

〃寺部

．迫董
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